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宗

一
月
三
十
一
日
と
二
月
三
日
、
四
年
目
を
迎
え
た
宗
像
観
光

協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
と
の
共
催
に
よ
る
「
む
な
か
た
大
節
分

祭
」
が
行
わ
れ
、
「
福
」
を
授
か
ろ
う
と
す
る
参
拝
者
約
四
千
人
が

両
日
で
参
集
し
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
賑
わ
っ
た
。

-g 

前
日
二
十
九
日
に
氏
子
青

年
会
、
観
光
協
会
の
奉
仕
に
よ

り
本
殿
横
に
特
設
舞
台
を
設

置
、
又
斎
館
前
の
イ
ベ
ン
ト
会
·

場
に
は
出
店
ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー

ジ
等
が
設
け
ら
れ
、
参
拝
者
の

受
入
れ
態
勢
が
整
え
ら
れ
た
。

一
月
三
十
一
日
午
前
十
一

時
、
豆
打
式
は
少
雨
の
天
候
に

も
拘
ら
ず
、
一
時
間
前
に
は
今

か
今
か
と
待
ち
構
え
る
参
拝

者
が
押
し
寄
せ
た
。
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月
三
十
一
日
、
二
月
一
＿
一
日
の

両
日
で
約
四
千
人
が
参
集S

犬
節
入
窃
祭
冒
｀
[
[
[
[

節
と
な
る
。
一
般
に
「
雛
祭
り
」
「
桃
の
節
供
」

と
云
わ
れ
る
「
上
巳
の
節
供
」
は
江
戸
幕
府
が

定
め
た
式
日
で
は
五
節
供
の
一
っ
で
あ
っ
た
。

起
源
は
諸
説
あ
り
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の

歴
史
は
大
変
古
く
中
国
で
三
月
最
初
の
巳
の

日
に
、
水
辺
で
飲
酒
し
不
浄
を
祓
う
招
魂
行

事
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
▼
日
本
に

も
早
く
か
ら
杯
を
流
し
て
詩
歌
を
吟
じ
て
酒

を
飲
む
「
曲
水
の
宴
」
が
伝
わ
り
、
平
安
時
代

に
は
「
上
巳
の
祓
い
」
と
い
い
、
人
形
で
体
を

撫
で
こ
れ
を
川
に
流
す
と
い
っ
た
季
節
の
節

目
に
樅
れ
を
祓
う
大
切
な
行
事
で
あ
っ
た
▼

流
し
雛
の
習
憫
は
現
在
で
も
各
地
で
み
ら
れ

る
が
、
雛
人
形
を
美
し
く
飾
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
古
く
か
ら
の
慣
習
が
時
代
と
共
に

変
化
す
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
▼

今
日
、
少
し
ブ
ー
ム
は
去
っ
た
も
の
の
『
ー
の

品
格
』
『
ー
の
し
き
た
り
』
と
云
っ
た
類
の
書

籍
を
よ
く
目
に
す
る
。
様
々
な
年
中
行
事
や

慣
習
が
見
直
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ら
の

本
は
よ
く
売
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
▼
例
え

ば
恵
方
巻
の
よ
う
に
販
売
戦
略
に
よ
っ
て
地

方
の
風
習
が
全
国
に
広
め
ら
れ
る
こ
と
は
多

い
が
、
我
が
国
の
美
し
い
伝
統
·
文
化
は
祖
父

母
・
両
親
か
ら
も
意
義
と
共
に
正
し
く
伝
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
▼
あ
る
雛
人
形
師
に

よ
る
と
子
供
の
健
や
か
な
る
成
長
を
願
う
親

の
心
に
変
わ
り
は
無
く
、
こ
の
不
況
下
で
も
雛

人
形
の
注
文
数
は
変
わ
り
な
い
と
い
う
。
（
長
）

3月祭事暦
っ8なみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前 1 1 時～
総社祭
補安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏 (15 日）

4日氏貞公墓前祭

午前11 時～
於＝宗像市上八氏貞公墓前
本年は神式で斎行

19日松尾神社祭

午前11 時～
於＝境内松尾神社

21 日皇霊殿這拝式

午前10時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小落通六条上る
神具装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 肉福岡店：り切で開。王忍闘雰1-12-10-401
授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0I 20-075-820 

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sh a. or.j p/ 
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定
刻
、
昇
殿
参
拝
後
、
神
職
と
共
i
式
が
行
わ
れ
、
雨
脚
が
さ
ら
に
激
責
任
役
員
、
氏
子
会
、
地
元
総
代

に
地
元
宗
像
に
拠
点
を
お
く
プ
ロ
：
し
く
な
る
中
で
あ
っ
た
が
、
寒
さ
一
に
加
え
、
年
男
に
あ
た
ら
れ
る
方
、

ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
「
福
岡
サ
ニ
ッ
．
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
さ
ら
に
．
風
の
子
・
平
等
寺
・
日
の
里
東
の
三

ク
ス
ブ
ル
ー
ス
」
の
選
手
や
、
観
光
]
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
」
保
育
園
の
園
児
約
一

0
0
名
が
参
｛

協
会
メ
ー
ル
会
員
の
中
か
ら
選
ば
]
参
道
に
は
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
一
列
す
る
中
、
高
向
宮
司
が
無
病
息
一

れ
た
方
ら
が
特
設
舞
台
に
上
が
卜
入
り
し
た
「
沖
ノ
島
」
を
、
よ
り
一
災
・
延
命
招
福
の
祝
詞
を
奏
上
。
続
一

り
、
先
ず
子
供
達
へ
の
豆
打
式
が
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
い
て
拝
殿
上
左
右
二
手
に
分
か
れ

行
わ
れ
黄
色
い
歓
声
が
神
苑
に
こ
一
う
と
専
用
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
i
た
神
職
に
よ
り
追
灘
の
神
事
「
嗚
i

だ
ま
し
た
。
引
き
続
き
一
般
参
拝
斎
館
前
で
は
同
協
会
に
よ
る
様
々
弦
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
二
人

者
の
豆
打
式
が
入
場
制
限
を
行
い
な
露
店
が
出
店
さ
れ
大
盛
況
で
あ
の
神
職
が
桃
弓
・
葦
矢
を
携
え
て
、

な
が
ら
二
回
撒
か
れ
た

0

i
っ
た
。
な
か
で
も
冷
え
た
体
を
温
．
一
人
は
天
空
に
向
け
、
も
う
一
人
~

午
後
二
時
か
ら
も
同
様
に
豆
打
め
よ
う
と
「
つ
み
れ
汁
」
コ
ー
ナ
ー
は
地
上
に
向
け
て
矢
を
三
度
射
る

i
ふ
軍
，
＇
、
に
は
長
蛇
の
列
が
出
来
所
作
を
行
い
、
次
に
弦
を
一
一
一
度
打

ト
て
い
た
。
一
ち
天
地
の
邪
気
を
祓
い
清
め
た
。
一

ス
テ
ー
ジ
で
は
玄
界
一
そ
の
後
宮
司
、
氏
子
会
安
部
会
長
一

一
聞
』
［
冒
t
i
]
]
]
t
t

わ
い
に
花
を
添
え
た
。
一
め
掛
け
た
大
勢
の
参
拝
者
が
待
ち

＇
見
、
福
は
内
」
の
発
声
と
共
に
福

二
月
三
日
は
肌
寒
さ
一
瞬
く
間
に
熱
気
に
包
ま
れ
、
各
々
一

を
感
じ
る
陽
気
で
あ
っ
一
福
連
を
手
に
さ
れ
た
。
一

た
が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
．
福
豆
を
拾
わ
れ
た
参
拝
者
は
、
i

T
午
前
十
一
時
災
難
消
除
斎
館
前
の
テ
ン
ト
で
当
た
り
券
を

を
願
う
節
分
祭
が
古
式
」

I叩
物
に
交
換
し
、
振
る
舞
わ
れ
た
i

に
則
り
本
殿
で
斎
行
さ
i
温
か
い
「
ぜ
ん
ざ
い
」
を
い
た
だ
き
、
．

れ
た
。
i
満
足
そ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。
[
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MUNAKATA 像 平成22年3月 1 日月曜日

今
年
の
節
分
祭
は
当
大
社
と
観
]
分
を
協
賛
し
福
豆
に
付
け
ら
れ

光
協
会
で
袋
詰
め
を
行
っ
た
凡
そ
一
た
。

六
万
袋
の
福
豆
が
撒
か
れ
た
。
一
本
年
も
観
光
協
会
が
中
心
と
な

福
豆
の
な
か
に
は
、
北
九
州
市
i
り
、
当
大
社
氏
子
青
年
会
、
宗
像
歴

の
航
空
会
社
「
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
．
史
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
岡
サ

ー
」
か
ら
協
賛
さ
れ
た
東
京
ー
北
]
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス
、
玄
洋
む
な

九
州
間
の
往
復
航
空
券
や
、
幻
の
一
か
た
、
沖
ノ
島
物
語
実
行
委
員
会

高
級
魚
と
称
さ
れ
る
「
ア
ラ
」
の
鍋
一
の
諸
団
体
に
助
成
い
た
だ
い
た
ほ

セ
ッ
ト
、
宗
像
の
野
菜
、
生
花
な
ど
：
か
、
道
の
駅
「
む
な
か
た
」
、
ス
タ
ー

の
特
産
品
や
、
道
の
駅
「
む
な
か
た
」
~
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
特
別
協
賛
を
賜

の
お
買
物
券
に
加
え
、
当
大
社
か
~
っ
た
。
御
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た

ら
は
「
節
分
厄
除
み
く
じ
」
の
一
回
]
行
団
体
各
位
に
は
衷
心
よ
り
御
礼

無
料
券
や
、
神
宝
館
の
無
料
拝
観
．
申
し
上
げ
ま
す
。

神
武
天
皇
建
·
建
国
を
祝
い
、
文
化
を
継
承
し
て

国
以
来
の
国
体
一
行
く
。
日
本
人
は
こ
の
「
建
国
記

護
持
と
皇
室
.
国
[
念
の
日
」
の
意
義
を
各
々
充
分
に

家
、
国
民
の
弥
栄
~
認
識
、
世
界
で
も
有
数
の
文
化
・

を
祈
念
し
祝
詞
を
奏
一
歴
史
・
伝
統
を
持
つ
我
が
国
を
世

上
、
続
い
て
巫
女
に
よ
一
界
に
示
し
、
亦
、
子
孫
に
継
承
し

る
浦
安
舞
奉
奏
、
各
代
一
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

表
者
が
玉
串
拝
礼
を
執
一

り
行
い
、
祭
典
は
滞
り
一

無
く
終
了
し
た
。
i

今
年
は
昭
和
四
十
一
―

年
に
「
建
国
記
念
の
日
」
[

が
制
定
さ
れ
て
か
ら
四
―

十
四
年
目
と
な
る
。
「
日
一

本
書
紀
」
で
は
辛
酉
の
[

年
春
一
月
一
日
、
神
武
一

天
皇
が
大
和
の
橿
原
の
i

地
に
て
即
位
式
を
挙
げ
i

ら
れ
た
日
で
、
太
陽
暦
[

の
採
用
に
伴
い
現
在
の
[

二
月
十
一
日
と
な
り
i

「
紀
元
節
」
と
し
て
我
が
一

国
の
誕
生
の
日
と
制
定
~

二
月
十
一
日
午
前
十
一
時
、
本
．
さ
れ
大
東
亜
戦
争
敗
戦
に
よ
り
廃

殿
で
我
国
の
誕
生
を
祝
う
建
国
祭
·
止
さ
れ
る
迄
、
全
国
に
拡
が
っ
て
~

が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
．
い
た
。

生
憎
の
雨
模
様
と
な
り
、
祭
典
]
現
在
で
も
こ
の
日
に
は
、
全
国
[

時
に
は
さ
ら
に
雨
脚
が
強
く
な
っ
」
各
地
で
様
々
な
神
事
や
式
典
等
の
[

た
が
、
定
刻
に
は
多
く
の
参
拝
者
こ
奉
祝
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
~

が
見
守
る
中
、
奉
仕
神
職
・
巫
女
‘
]
奉
祝
反
対
の
集
会
も
目
立
っ
て
行
―

参
列
者
が
参
進
、
所
定
の
座
に
着
：
わ
れ
て
い
る
。
何
処
の
国
に
於
い
~

座
し
祭
典
が
始
ま
っ
た
。
·
て
も
国
民
は
誇
り
を
持
っ
て
国
の
．
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-
i
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
、
祈
願
殿
一
保
護
の
た
め
、
さ
ら
に
一
年
の
内

一
違
瀑
応
塾
汲
直
填

s`

田□[
出
口
和
｀
：
ら
ロ

文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
月
二
十
·
天
候
に
恵
ま
れ
た
当
日
午
前
九
一
団
の
各
消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
]
当
大
社
で
は
昭
和
四
十
六
年
に

六
日
、
恒
例
の
防
火
訓
練
が
宗
像
時
五

0
分
、
本
殿
裏
の
森
か
ら
出
嗚
ら
し
な
が
ら
第
一
駐
車
場
に
集
斎
行
さ
れ
た
「
昭
和
の
大
造
営
」
を

大
社
自
衛
消
防
隊
、
宗
像
地
区
消
火
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
本
結
。
各
隊
、
統
制
の
と
れ
た
動
き
で
i
仮
に
毎
年
実
施
す
る
よ
う
に
な

防
本
部
、
宗
像
市
消
防
団
、
宗
像
殿
・
拝
殿
に
火
勢
が
迫
っ
て
い
る
．
配
置
に
つ
き
、
一
斉
に
祈
願
殿
屋
i
り
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
文
化

警
察
署
（
地
元
四
駐
在
所
）
な
ど
ー
と
の
想
定
で
開
始
さ
れ
た
。
一
根
に
放
水
を
開
始
。
本
番
さ
な
が
こ
財
防
火
デ
ー
に
実
施
し
今
年
で
一
―
―

約
百
十
名
が
参
加
し
行
わ
れ
た
。
火
災
を
発
見
し
た
巫
女
が
拝
殿
ら
の
消
火
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。
十
六
回
を
数
え
る
。

ー
火
災
報
知
器
を
押
し
、
社
―
消
火
活
動
終
了
後
は
、
乙
藤
宗
一
ま
た
訓
練
終
了
後
に
は
、
宗
像

務
所
に
通
報
。
職
員
は
本
こ
隊
本
部
消
防
長
、
荒
木
宗
像
市
消
＿
地
区
消
防
本
部
に
よ
る
当
大
社
消

殿
に
駆
け
つ
け
、
巫
女
と
一
防
団
長
が
講
評
、
最
後
に
当
大
社
i
防
設
備
へ
の
査
察
も
行
わ
れ
、
老

宗
像
市
女
性
消
防
団
が
二
晶
向
宮
司
が
御
礼
の
挨
拶
を
行
い
．
朽
化
し
た
ホ
ー
ス
等
一
部
を
新
し

バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
を
開
始
‘
]
訓
練
を
終
了
し
た
。
·
く
す
る
予
定
で
あ
る
。
当
大
社
が

神
職
は
地
元
消
防
団
と
こ
の
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
i
収
蔵
す
る
貴
重
な
文
化
財
を
後
世

と
も
に
消
火
栓
か
ら
放
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月
二
i
に
伝
え
る
為
に
も
、
今
後
も
消
防

水
を
行
い
初
期
消
火
に
．
十
六
日
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築
二
設
備
の
充
実
、
職
員
の
防
火
意
識

あ
た
っ
た

0

i
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
一
の
向
上
を
今
ま
で
以
上
に
図
ら
ね

午
前
十
時
に
は
折
か
」
損
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
文
化
財
一
ば
と
思
う
。

』
.
E
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宗
像
大
社
菊
花
会
・
（
社
）
全
日
本
菊
花
連
盟
九
州
地
区9苓
姿
苓
令
X
q
い
念
で
あ
る
二
氏
に
講
師
を
依
頼
し
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
た
。

i
た
。
第
一
部
は
和
田
太
義
氏
（
山
ロ
一
講
習
会
終
了
後
は
会
場
を
魚
屋

を
前
年
総
会
並
菊
作
り
講
習
会
を
閲
僻
宇
部
菊
花
会
）
に
よ
る
「
私
の
懸
崖
本
館
（
神
湊
）
に
移
し
、
恒
例
の
新

｛
作
り
」
、
第
二
部
は
時
田
義
光
氏
一
春
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
当
大
社

一
月
二
十
四
日
（
日
）
、
当
大
社
り
、
千
々
和
正
信
会
長
以
下
例
年
た
だ
き
た
い
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
（
鳥
栖
菊
友
会
）
に
よ
る
「
私
の
大
高
向
宮
司
に
、
当
大
社
菊
花
会
と

清
明
殿
に
お
い
て
宗
像
大
社
菊
花
よ
り
多
い
約
八
十
名
の
会
員
出
席
出
席
者
は
菊
花
展
の
意
義
と
い
う
菊
作
り
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
菊
花
大
会
を
共
催
し
て
い
る
宗
像

会
の
新
年
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
．
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
も
の
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
れ
、
土
作
り
や
挿
し
芽
の
時
期
、
肥
二
観
光
協
会
の
吉
武
会
長
も
出
席
さ

今
回
か
ら
は
新
年
総
会
に
併
せ
宗
像
大
社
菊
花
会
の
新
年
総
会
今
後
の
運
営
に
大
い
な
る
意
味
を
料
の
分
量
な
ど
の
詳
し
く
丁
寧
な
i
れ
、
会
員
は
互
い
の
菊
作
り
や
第

て
、
九
州
の
各
支
部
に
て
行
わ
れ
で
は
、
第
三
十
九
回
大
会
の
報
告
も
た
ら
す
言
葉
で
あ
っ
た
。
話
に
受
講
者
は
非
常
に
熱
心
に
聞
]
四
十
回
の
記
念
大
会
を
ど
の
よ
う

て
い
た
（
社
）
全
日
本
菊
花
連
盟
九
が
行
わ
れ
反
省
や
改
善
す
べ
き
点
さ
ら
に
第
四
十
回
大
会
が
節
目
き
入
っ
て
い
た
。
：
な
も
の
に
す
る
か
な
ど
尽
き
る
こ

州
地
区
菊
作
り
講
習
会
が
宗
像
に
の
意
見
が
多
々
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
記
念
大
会
に
な
る
為
、
四
月
の
第
三
部
で
は
宮
地
隆
治
氏
（
全
と
の
な
い
話
題
に
花
が
咲
い
た
。

お
い
て
毎
年
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ら
の
意
見
を
集
約
し
千
々
和
会
三
役
会
・
理
事
会
で
は
実
行
委
員
菊
連
・
常
務
理
事
）
に
よ
る
「
公
認
尚
、
本
年
の
第
四
十
回
大
会
は

長
が
「
作
る
側
も
会
を
立
ち
上
げ
事
業
計
画
を
練
る
]
審
査
員
の
心
得
・
全
菊
連
の
現
状
一
十
一
月
一
日
（
月
）
ー
ニ
十
二
日

運
営
す
る
側
も
宗
こ
と
、
行
事
日
程
等
が
決
め
ら
れ
：
と
課
題
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
一
（
月
）
ま
で
の
開
催
日
と
な
っ
て
お

像
大
神
様
の
為
に
た
。
丁
れ
、
年
々
減
少
し
て
い
る
全
菊
連
一
り
ま
す
。
今
秋
も
是
非
菊
花
を
愛

と
い
う
敬
神
の
気
総
会
終
了
後
、
全
菊
連
九
州
地
一
へ
会
員
の
勧
誘
や
会
員
な
ら
で
は
一
で
に
こ
参
拝
下
さ
い
。

持
ち
を
込
め
て
、
区
菊
作
り
講
習
会
が
三
部
に
区
切
i

そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
っ
て
行
わ
れ
、
一
上
一
部
で
は
数
々
一

に
取
り
組
ん
で
い
の
受
賞
歴
を
も
ち
菊
作
り
の
大
家
一

r
m
ｭ

り
＂
i
瓜

一

．」~

i平成 21 年度宗像大社笥花会祈年総会

（社）全菊連九州地区菊作り研修会

春
ま
つ
り
の
御
案
内

春
季
大
祭
を
左
記
行
事
日
程
で
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方

お
誘
い
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
三
十
＿
日
（
水
）
午
後
五
時
総
社
地
主
祭
ー
、

午
後
六
時
宵
宮
祭
ル
＇
，

一
日
（
木
）
午
前
十
一
時
一
日
祭

L
-

―

（
氏
子
奉
幣
・
主
基
地
方
風
俗
舞
·
浦
安
舞
）

二
日
（
金
）
午
前
十
一
時
二
日
祭
（
海
洋
神
事
事
業
功
労
者
表
彰
）

午
前
十
一
時
四
十
分

宗
像
護
国
神
社

r

高
宮
祭

第
二
宮
・
第
三
宮
祭

交
通
安
全
講
社
祭

献
茶
祭
（
南
坊
流
）

吟
詠
大
会
（
鶴
洲
会
）

四
月

午
後
二
時

＿
＿
日
（
土
）
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：
沖
J
J
葛
⑨
ヽ
器
界
（
可
一
旦
孟
盆
累
韮
函
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
そ
~

ケ
調
査
に
こ
協
力
い
た
だ
~

-
.
I
“
a

口B匹F』
g,
1

の
1
]
四
十
名
の
方
に
は
ア
ン
i

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
府
芸
術
学
専
攻
吉
村
康
宏

一
月
二
十
六
日
、
宗
像
大
社
海
●
の
大
漁
満
足
・
海
上
安
全
が
祈
念
~
き
ま
し
た
。

洋
神
事
奉
賛
会
の
初
会
合
が
当
大
さ
れ
た
。
i
九
州
大
学
の
金
大
雄
研
究
室
で
テ
ム
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
沖
ノ
島
i

社
に
て
開
催
さ
れ
、
村
田
繁
美
会
会
合
で
は
先
ず
昨
年
の
皇
室
ヘ
一
は
、
二

0
0
七
年
度
よ
り
「
宗
像
・
沖
し
た
。
の
自
然
や
祭
祀
遺
跡
を
構
成
す
一

長
を
は
じ
め
各
漁
協
代
表
の
方
々
の
若
布
献
上
の
報
告
が
行
わ
れ
、
一
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
啓
発
活
動
展
示
シ
ス
テ
ム
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
る
巨
岩
の
圧
倒
的
な
迫
力
を
体
一

：
の
一
環
と
し
て
、
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
以
下

C
G

と
呼
感
で
き
た
。
」
「
難
し
い
説
明
で
は
i

十
名
、
当
大
社
よ
り
高
向
宮
司
以
i
次
い
で
本
年
の
業
務
担
当
で
あ
る
~

下
九
名
が
出
席
し
、
本
年
の
海
洋
亭
豆
岐
権
禰
宜
の
紹
介
が
あ
り
業
務
一
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議
ぶ
）
で
再
現
し
た
沖
ノ
島
を
表
示
す
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
見
る
こ
~

：
と
共
同
研
究
と
い
う
形
で
映
像
制
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
と
、
島
内
の
八
箇
と
が
で
き
る
の
で
、
頭
に
良
く
残
i

神
事
に
関
す
る
審
議
が
な
さ
れ
一
が
引
継
が
れ
た
。
ま
た
献
上
時
の
~
~

ご
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
所
で
撮
影
し
た
立
体
映
像
を
表
示
る
」
等
の
声
を
頂
く
こ
と
が
で
き
~

．
漁
協
代
表
随
行
者
は
、
宗
像
漁
協
~

~
今
回
は
上
陸
が
制
限
さ
れ
て
い
．
す
る
立
体
テ
レ
ビ
で
構
成
さ
れ
て
ま
し
た
。
ま
た
、
沖
ノ
島
に
上
陸
一

当
日
は
会
合
に
先
立
ち
本
殿
で
一
大
島
支
所
と
鐘
崎
漁
協
か
ら
選
定
~
~

~
：
る
沖
ノ
島
の
価
値
を
よ
り
多
く
の
い
ま
す
。
体
験
者
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
き
な
い
女
性
か
ら
の
反
響
の
~

大
漁
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
、
一
年
一
頂
く
こ
と
が
決
定
し
た
。
~
；
方
に
直
観
的
に
理
解
し
て
い
た
だ
に
触
れ
る
こ
と
で
、

C
G

で
再
現
さ
大
き
さ
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
i

次
に
昨
年
の
「
み
あ
れ
祭
」
i

；
ヽ
た
め
に
、
実
際
に
現
地
で
実
物
を
れ
た
沖
ノ
島
を
拡
大
縮
小
、
回
転
さ
検
証
実
験
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
~

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
安
全
~；

見
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
の
せ
る
な
ど
の
操
作
を
行
い
、
偏
光
メ
意
見
を
参
考
に
展
示
シ
ス
テ
ム
i

性
を
考
慮
し
た
縦
一
列
で
~
；
あ
る
立
体
映
像
と
そ
の
展
示
シ
ス
ガ
ネ
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
メ
ガ
ネ
·
の
改
良
を
重
ね
、
「
宗
像
・
沖
ノ
島
一

＇
を
か
け
、
タ
ッ
チ
さ
れ
た
場
所
で
撮
と
関
連
遺
産
群
」
の
文
化
的
価
値
~

の
神
幸
と
、
定
刻
の
神
湊
港
~

し
．
影
さ
れ
た
立
体
映
像
を
立
体
テ
レ
の
理
解
促
進
に
少
し
で
も
役
立
i

到
着
の
た
め
昨
年
よ
り
出
~
ー

ビ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
i

発
時
間
を
早
め
た
こ
と
を
~
．
．

.. 

一
月
二
十
八
日
に
は
宗
像
大
社
す
。
~

本
年
度
も
継
承
す
る
事
が
一
”
i
.
:
『
ヽ

ー
・
辺
津
宮
祈
願
殿
内
＇
~
最
後
に
な
り
ま
し
i

確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も
i
.

＼
，l

ー
に
て
、
主
に
車
祓
の

L

、
f
'
た
が
、
我
々
の
研
究
活
i

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
i
J

、
参
拝
客
を
対
象
に

l
,

、
動
に
こ
理
解
こ
協
力
i

初
会
合
を
終
え
た
。
i
．
＾
並

d

，
·
-
検
証
実
験
を
行
わ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
i

尚
、
皇
室
へ
献
上
さ
れ
る
i

：
せ
て
い
た
だ
き
ま
宗
像
大
社
、
そ
し
て
シ
i

若
布
は
地
島
沖
で
採
取
さ
~

し
た
。
午
前
十
時
か

“
[
'
9
5

ス
テ
ム
を
体
験
し
て
i

れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
順
調
一
J

d
u
L
.
`
‘
'
,

·
ら
約
六
時
間
の
間

r
`
N
I
.
L

ー
．
い
た
だ
い
た
参
拝
者
i

な
生
育
を
み
せ
本
年
は
二
i
.

守
に
、
平
日
に
も
関
わ

r

の
皆
様
に
厚
く
お
礼
i

月
下
旬
か
ら
採
取
を
開
始
~
芝

l
.. 

,
5
5
ｷ
 

~
lい
血2
r
,
l
l
し
'
’
ら
ず
七
十
名
前
後

I

申
し
上
げ
ま
す
。
[

し
、
三
月
中
旬
に
献
上
さ
れ
~

........................................................................................................................................................................................ 

る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
二
千
二
年

邸
笈
拉
海
洋
神
事
奉
贄
会
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一
残
し
て
い
る
。
ま
た
宗

属
市
出
身
の
中
村
研
一

一
の
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
＇

壕

l
―
ら
の
戦
争
画
が
描
か
れ

叫
口
烹
叫
い
口
□
冒
叩
[
]
:
`
]

叶
日
汀
0
げ
汀
[
[
日
員
｀
日
汀
い
こ
鬱
生
れ
の
私
は
、
十
き
、
防
空
壕
に
出
た
り
入
っ
た
り

1
0
年
）
一
月
二
十
三
日
、
N
H
K
ガ
ン
ダ
と
見
る
人
も
い
る
し
、
当
で
保
管
、
少
し
ず
つ
補
修
さ
れ
な
代
後
半
ま
で
戦
の
毎
日
、
八
月
六
日
、
広
島
に
新
型

の
衛
星

r
]
'消]
い
〔
冑

□
[
]
]
□

冒
疇□口
[
/
*
]
]
]
]

『
し
、
福
岡
で
も
開
催
さ
れ
、
い
う
。
こ
う
し
て
部
分
的
な
展
示
年
間
の
長
い
戦
い
、
緒
戦
こ
そ
勝
上
陸
と
い
う
噂
に
浮
羽
へ
疎
開
、

羞
〖
疇
｝
～
謬
汀
[
`

□
日
汀

0ホ
す
る
こ
と
＞
只
甘
り
日
汀
。
食
糧
難
、
ぴ
も
し

lロ
・[
o
f
l
間
□い
はh

□
[い
[
]
汀
士
、
さ
℃

4
[
9
国
か□[
[
日
日
[

三
□冒[
]
[
]
8
2
9

ロ□
冒
[

（続）

243 

い
し
い
た
だ
し



第589号 （第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 像 平成22年3月 1 日月曜日 8
 

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

何
と
り
に
来
た
の
か
と
問
ふ
吾
あ
り
て
分
ら
ぬ
と
答
え
し
吾
引
き
返
す

歌
材
と
し
て
は
新
し
く
な
い
が
、
二
人
の
吾
の
問
答
め
い
た

口
表
現
が
独
自
で
あ
り
透
逸
の
出
来
映
え
で
あ
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

富
士
の
山
描
か
む
と
し
て
机
上
な
る
広
め
の
和
紙
に
筆
を
下
ろ
し
ぬ

絵
の
書
き
初
め
の
歌
。
三
、
四
句
は
「
広
げ
た
る
手
漉
き
の
」
と

口
し
た
方
が
、
生
活
感
情
が
ぐ
っ
と
出
る
。
好
き
な
一
首
だ
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

悲
し
み
に
互
に
触
れ
ず
初
生
り
の
金
柑
ふ
つ
ふ
つ
時
か
け
て
煮
る

ロ
“
鱈
認
臼
言
彗
い
。
認
認

□
心
0る
の
だ
と

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

平
均
が
こ
ぞ
よ
り
一
っ
上
が
り
た
り
短
歌
大
会
の
応
募
者
の
歳

（
今
年
の
平
均
は
七
十
八
歳
）
引
き
続
き
大
会
事
務
局
長
と
し
て
の
一
首
。
出
詠

口
芦
が
固
定
化
し
た
喜
び
と
高
令
化
す
る
不
安
が
編
い
交
じ
た
気
持
ち
が
見
え
る
。

福
岡
市
荒
戸
相
良
公
子

眠
れ
ぬ
夜
酔
え
ば
酔
う
ほ
ど
浮
か
び
く
る
逝
き
し
子
の
顔
別
れ
し
子
の
顔

国
素
直
に
気
持
を
吐
露
し
て
い
る
。
そ
こ
に
感
動
が
生
れ
て
い
い
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

写
真
の
夫
H

の
前
に
ゐ
る
次
男
の
顔
額
の
ひ
ろ
さ
同
じ
位
か

口
彗
尉
尼
夏
〖
麟
区
砂

0詞
尉
覧
認
謬
げ
い
□屯

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

マ
ス
ク
か
け
歩
く
姿
の
人
多
し
何
か
異
常
な
街
の
風
景

国
物
事
に
敏
感
す
ぎ
る
日
本
的
風
潮
に
対
す
る
一
針
の
皮
肉
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

大
根
を
洗
ひ
て
掛
け
し
三
十
本
朝
の

H

差
し
に
白
の
ま
ぶ
し
き

国
働
く
よ
ろ
こ
び
が
見
え
る
一
首
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

ふ
る
さ
と
の
友
に
あ
び
た
る
心
地
し
て
か
が
ま
り
て
見
る
小
道
の
す
み
れ

国
菫
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
が
沢
山
あ
る
作
者
だ
ろ
う
や
さ
し
さ
が
好
ま
し
い
。

社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5
日
メ
切

宗
像
市
田
野
森
甲
子

拙
な
く
も
生
き
る
証
し
と
歌
つ
く
る
今

B

の
倖
せ
文
字
に
託
し
て

歌
に
生
甲
斐
を
持
つ
作
者
な
ら
で
は
の
一
首
。
結
句
は
「
三
首
出
来

口
り
」
と
し
た
方
が
四
句
迄
の
気
持
を
支
え
得
る
力
が
あ
る
の
で
は
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

は
つ
春
の
博
多
よ
り
戻
り
穏
や
か
な
玄
界
灘
の
返
照
眺
む

国
騒
か
ら
寂
の
生
活
に
心
や
す
ら
ぐ
作
者
だ
か
ら
歌
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

・日■ と 冒置風
にれ作よ幅―雪店福
しか者ぅ津寸をば津
ぃ［そ‘らち市疑楽結市

饒戸しば 詞舟
碕［奉 lょ若あ南形若
がて祝来交そ国さ木
ひも歌に口 らま台

: ` 叶とゆ椿 と雪
がゑー山 とは野

戸悪の”崎 き舞間
；ぃ二ひ ‘ふ
ぃ—゜句ら公 初な精
か厨以き俊 句り―
ヵ：以下ぬ の書

心斎 旦百
＇塁塁 店唇
来切 H は

一新田窓
時程陶〗北南；う
にとエ七九国のき
すしを B 州らシは
るて生を市しク市
のの業窯 いラ
に終とts八穏 3 浮
はりしじ幡や／羽
疑のて土西ゲ屈町
問窯い捏区：柔
嘉出るね 日ら
り［なぎ でな
゜りピ盆胃喜］向
ま店悶光 。かlj
りヵ譴子 り正

皇と、翌 ｧ 
悶＄悶
をとし た
同エ つ

福
岡
市
南
区
鶴
田
井
田
有
久
衣

神
杉
の
繁
れ
る
参
道
ゆ
っ
く
り
と
木
漏
れ
陽
を
背
に
玉
砂
利
を
踏
む

口
疇
賛
拿
t
い
亡
口
讀
的
す
ぎ
る
。
短
歌
は
省
略
の
文
学

福
岡
市
南
区
柏
原
加
野
シ
ノ
ブ

嵯
峨
野
重
京
の
料
理
の
目
に
楽
し
宙
に
浮
か
せ
る
手
に
箸
を
持
ち

口
詞
心
□丘
詞
託
五
臼
〖
き
立
つ
こ
こ
ろ
で
あ

患
珪
g

つ
く
ば

跨
ひ
の
水
に
は
寄
ら
ず
雨
過
ぎ
し
溜
り
水
飲
む
鶉
も
つ
ぐ
み
も

ち
ち
と
暗
く
声
よ
ろ
こ
び
の
声
な
ら
む
庭
木
伝
び
に
目
白
す
ぎ
ゆ
く

一
輪
の
椿
び
ら
け
ば
目
白
き
て
し
ば
ら
く
遊
ぶ
花
を
つ
つ
き
て

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

初
日
の
出
雲
が
掛
り
て
顔
か
く
す

う
ぐ
い
す
の
と
ま
り
し
梅
に
も
春
が
来
る

四
歳
に
な
る

仁
ピ
長
男
と
よ
う

や
く
会
話
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
意
思
疎
通
に
加
え
、
数

字
や
ひ
ら
が
な
も
理
解
し
は
じ
め
、

自
我
も
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
▼
先

日
は
愚
息
の
通
う
幼
稚
園
で
生
活
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
少
の
さ

く
ら
組
は
「
ぷ
ん
ぷ
く
茶
釜
」
で
愚
息

は
古
道
具
屋
の
役
で
し
た
。
成
長
の
早

い
子
、
遅
い
子
、
泣
き
叫
ぷ
子
、
様
々

で
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
▼
我
が
子

の
落
ち
着
き
の
な
さ
が
目
に
つ
き
ま

し
た
が
、
園
長
先
生
の
「
帰
っ
た
ら
一

切
全
て
を
何
度
も
何
度
も
褒
め
て
あ

げ
て
下
さ
い
。
そ
れ
が
次
の
意
欲
や

成
長
に
繋
が
り
ま
す
」
と
の
挨
拶
に
、

褒
め
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
自
分
を

反
省
し
ま
し
た
▼
全
く
読
ん
で
い
な

か
っ
た
幼
稚
園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

も
目
を
通
し
ま
し
た
。
年
少
さ
ん
の

教
育
目
標
は
「
友
達
と
遊
べ
る
よ
う

に
な
る
」
「
集
団
生
活
に
は
決
ま
り
が

あ
る
こ
と
を
知
る
」
が
主
だ
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
。
何
か
大
人
に
も
通
じ

る
よ
う
な
：
·
▼
宗
像
大
社
で
御
奉
仕

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
「
お
父
さ
ん
は
お

宮
（
で
働
い
て
い
る
）
」
「
今
日
は
お
宮

行
く
の
？
」
と
、
会
社
や
仕
事
で
は
な

く
「
お
宮
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る

愚
息
に
ど
う
み
ら
れ
て
い
る
の
か

段
々
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
（
塚
）

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

年
賀
状
虎
の
雄
叫
び
乗
せ
て
来
る
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